
（敬称略）

月日 曜日

（平成28年7月4日現在）◎日程は、都合により変更になる場合があります。

名札の色：青色　　担当：冨田、川端

◎本研修は、3日間に渡り、野洲市市民部市民生活相談課 課長補佐 生水　裕美　氏にコーディネートいただきます。

※1 東広島市健康福祉部社会福祉課自立支援係長 　

※2 社会福祉法人東広島市社会福祉協議会地域福祉課主任主事兼東広島市生活支援センター相談支援員

※3 兵庫県播磨町教育委員会事務局教育総務グループ統括

※4 滋賀県野洲市市民部市民生活相談課相談支援員
※5 滋賀県土木交通部流域政策局水源地域対策室副主幹（前滋賀県南部健康福祉事務所副主幹）

【大教室1】

7/6 水

【演習・ふりかえり】 【演習・ふりかえり】　 15:00- 15:30 研修アンケート記入、閉講

生活困窮者自立支援制度における支援事業を効果的に
実施するために１

生活困窮者自立支援制度における支援事業を
効果的に実施するために２

（13:00-15:00）
九州大学大学院統合新領学府客員准教授

加留部　貴行
九州大学大学院統合新領学府客員准教授

加留部　貴行

【大教室1】

【登壇者】
滋賀県立精神保健福祉センター　所長　辻本　哲士
弁護士　土井　裕明
※5 中西　大輔
滋賀県野洲市市民部市民生活相談課　主任　宇都宮 誠
実

滋賀県野洲市市民部
市民生活相談課 課長

補佐 生水　裕美

※1 水戸　明
※2 山原　丈佳

熊本県人吉市健康福
祉部福祉課長
溝口　尚也

滋賀県甲賀市生活
支援課長

田中　俊之

※4　河合 智子（中高年ひきこもりの事例）

【ケース提供】
※3　上田 淳子（子どもの貧困事例）

委託先と委託元の課題
の共有

(10:00～11:10）

生活保護制度と生活困窮
者自立支援制度の連携

(11:20～12:20)

任意事業の拡充の工夫
と課題

(13:20～14:20)

(14:30～17:00 途中休憩15分有）

【大教室1】 【大食堂】

7/5 火

【事例紹介】 【事例紹介】 【事例紹介】 【事例紹介】 【演習】模擬支援調整会議

7/4 月

湯浅　誠

関係部署や市内外の関係機
関との連携による支援

(9:00～9:50)

17:30- 交流会
11:30- 昼食

生活困窮者自立支援制度
の今後の動向

生活困窮者自立支援法の
意義

生活困窮者自立支援法施行か
ら2年、見えてきた成果と課

題
12:30- 開講ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 厚生労働省 社会・援護局

地域福祉課
生活困窮者自立支援室長

本後　健

社会活動家
法政大学現代福祉学部

教授　湯浅　誠

11:00-12:00 受付 【講義】 【講義】 【対談】

　 入寮ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 本後　健

平成28年度 政策・実務研修「生活困窮者の自立支援」

1時限
（9:25-10:35）

2時限
（10:50-12:00）

3時限
（13:00-14:10）

4時限
（14:25-15:35）

5時限
（15:50-17:00）

課外
(17:00～)


